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カリフォルニアの干ばつ

か？　加州下院（共和党）議員のシャノ
ン・グローブ女史は、「カリフォルニアに
雨を降らせる唯一の方法は、中絶廃止法
をつくることである」と州都の会合で演
説。また、ブラウン知事は、「この干ばつ
を乗り切る一番効果的な方法は、我々が
野菜バーガーを食べることだ」と、LAタ
イムスのインタビューに答えています。
二人の政治家の主張は、表面的には両

極端なものに聞こえますが、グローブ女
史の「この干ばつはこの州が中絶を認め
ていることへの神罰である。テキサス州
も長期にわたる干ばつに悩んでいたが、
ぺリー知事が “ 胎児の痛み “ 法案に署名
したその夜に雨が降った。」との主張、ま
た、ブラウン氏の「１ポンドの牛肉を生
産するのに 1,800 ガロンの水が必要だが、
１ポンドのポテトの生産には 34ガロンの
水を使うだけだ」との説明を聞けば、そ
れぞれに頷けるところもあるのではない
かと思います。
いずれにしろ、この異常気象・干ばつ

がこのまま続けば、日本の 1.1 倍の面積
に 3,500 万人が住み、全米一の経済規模
を持つカリフォルニア州が大変なことに
なります。そして、カリフォルニア州が
転
こ

ければ、アメリカも日本も大変なこと
になることは間違いありません。
太平洋の反対側の日本に住む私たちも、

同州の干ばつを他国の一地方の災害だと
無関心でいるのではなく、地球家族への
大問題だと受けとめて、自らの日々の生
活の有り様を考える。異常気象の原因だ
といわれる地球温暖化の防止策にも積極
的に関与していく。そして何よりも、親
神への日々の祈りの中に、彼の地への雨
の恵みのお願いも加えていくことが大事
だと思う次第です。

米国西部のカリフォルニア州では、
2012 年から少雨の年が続き、500 年に１
度の記録的な干ばつに見舞われています。
水源の 1/3 を賄うシエラネバダ山脈の積
雪が、今年は例年の 1/3 の 0.5m。もう
一つの主要な水源、コロラド川のフバー
ダムのミード湖の貯水量も激減して、干
上がる危険も出てきています。
そこで、同州のブラウン知事は、今年

6月１日に、節水を義務化する行政命令
（2016 年２月まで）を発令。各水道供給
組織に対して、2014 年の水使用実績に応
じて、8％～ 36％（州平均で 25％）の節
水義務を課し、違反者からは 1日１万ド
ルの罰金を徴すると宣告しました。
今回の節水令は、単なる呼びかけにと

どまらず、州内の460万㎡の芝生をめくっ
て乾燥に強い植物や木片チップなどに取
り換えたり、市民が洗濯機や食器洗機な
どを節水タイプに買い替える補助金を出
す仕組みなども導入。レストランでは客
が求めなければ水は出さない。ホースで
車を洗うのも、リサイクルしない噴水の
水使用も規制の対象。広い庭の邸宅が立
ち並ぶビバリーヒルズ市などには、最大
36％の節水を義務づけて、プールや池の
水の入れ替えを禁止。“ 枯れた芝生と汚
れた車は、地域貢献の証 ”等の広報がな
されるなど、種々の施策が実行されてい
ます。
一方、今回の節水令では、州の水使用

量の80％を占める農業が規制の対象外で、
都市部の住民の抗議の対象になっていま
すが、農家はこの４年間の水不足ですで
に生産量を大幅に減らしており、昨年だ
けで 27 億ドルの被害。今年は 32 億ドル
の被害になると予想されているのです。
この歴史的な干ばつをいかに乗り切る

新連載執筆のねらいと執筆者紹介／第 57 回印
度学宗教学会学術大会で発表（澤井治郎）／出
張報告：デンマーク訪問（八木三郎）／「台湾
の伝道宗教」フォーラムで発表（金子昭）／「出
前教学講座」申し込み受付／平成 27 年度公開
教学講座のご案内／ホームページのご案内／研
究所員が発行した本の紹介


